
小学校における英語活動等国際理解活動推進事業 

本県では，平成１９・２０年度に，文部科学省から指定を受け，小学校における

英語活動等国際理解活動推進事業に取り組みました。 

本事業では，指導方法等の確立を図るため，地域のモデルとなる拠点校を指定し

て，ＡＬＴ（外国語指導助手）や地域人材等の効果的な活用を含めた実践的な取組

を推進しました。 

その成果と課題をまとめていますので，外国語活動の円滑な導入に向け，参考に

してください。 

 

１．拠点校 

次の８校の拠点校が平成１９・２０年度の２年間で，実践的な研究を行いました。 

 

市 町 名 学 校 名 郵 便 番 号 住    所 

津 山 市 鶴山小学校 708-0825 津山市志戸部１２１ 

玉 野 市 宇野小学校 706-0011 玉野市宇野２－２３－１ 

総 社 市 昭和小学校 719-1311 総社市美袋２０７ 

備 前 市 伊里小学校 705-0034 備前市友延３５０ 

赤 磐 市 軽部小学校 701-2213 赤磐市今井１００ 

美 作 市 英田小学校 701-2604 美作市福本９３５ 

浅 口 市 鴨方東小学校 719-0233 浅口市鴨方町地頭上６５ 

美 咲 町 柵原東小学校 708-1511 久米郡美咲町行信１４１－１ 

 

２．取組内容 

 拠点校においては，第５・６学年において，週１時間程度，英語活動等国際理解活

動を実施する中で，下記①～③に示す事項についての取組を行うとともに，適宜④，

⑤に示す取組を行いました。 

  

① 教員の指導力向上のための取組 

② 指導方法の工夫改善（単位時間の指導の流れ，英語ノート・ＣＤ・ＤＶＤ等教

材・教具の活用，教員の役割等） 

③ 児童の興味・関心等学習状況の変容の把握 

④ ＡＬＴや地域人材等の効果的な活用 

⑤ その他（中学校との連携，ＩＣＴの効果的な活用等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.ed-tsuyama.jp/kakuzan-es/
http://www.ednet.tamano.okayama.jp/ps-uno/
http://www.showa-es.soja.ed.jp/
http://www.city.bizen.okayama.jp/bizen/school/irisyo/
http://www.mimasaka-city.jp/aida_es/
http://www.cyerry.net/~es-east/index.htm


３．推進協議会 

お互いの取組について情報交換し，県教育委員会と拠点校及びその所管の教育委

員会が連携して研究・実践を推進するために，年間２回の推進協議会を開催しまし

た。 

 

（これまでの推進協議会の実施概要） 

（１）平成１９年度第１回： 平成１９年８月２３日（木）開催 

  ① 「小学校における英語活動等国際理解活動推進事業」についての説明 

  ② 拠点校８校の取組の発表 

  ③ 質疑応答・指導助言 

（２）平成１９年度第２回： 平成２０年３月３日（月）開催 

  ① 小学校外国語活動の動向等の説明 

  ② 協議・情報交換  

   ・これまでの取組の課題とその解決に向けて 

   ・英語ノート使用に向けての検討と今後の取組について 

          （英語ノート試作版カリキュラムを用いて） 

  ③ 指導助言 

  ④ 質疑応答 

（３）平成２０年度第１回： 平成２０年７月８日（火）開催 

  ① 「外国語活動の導入について」今後の動向等の説明 

  ② DVD による授業公開「浅口市鴨方東小学校」の視聴  

③ 全体協議 「鴨方東小学校の授業について」・指導助言 

④ グループ協議 「英語ノートを活用した授業について」 

   拠点校の取組についての情報交換等 

⑤ 指導助言 

 （４）平成２０年度第２回： 平成２１年１月１４日（水）開催 

  ① 外国語活動導入に当たっての留意点･事前に受けた質問への回答等 

②  拠点校による研究成果の発表 

・ テーマ別の発表・拠点校のこれまでの取組概要資料の交換 

・ 英語ノートを活用した指導案・ワークシートの交換 

③ 指導助言 

 

（推 進 委 員） 

岡 山 大 学  教 授 高塚 成信 先生 

ノートルダム清心女子大学  准教授 伊藤 豊美 先生 

  

～御指導・御助言から～ 

○ 将来につながる力をつけることについて 

 ・ 日本人に対する英語教育を抜本的に改善する目的で，具体的なアクション

プランとして「『英語が使える日本人』の育成のための戦略構想」が国から

示されたが，他のアジア諸国と比較して日本人の英語力が十分でないことや，

大学に入学しても英語力が不十分なことが課題である。どういう力を小学校



段階でつけて，中学校・高等学校，そして将来につなげていくのかを考え，

実用的な英語を使える力を身に付けることにつながるようにすること。 

○ 授業づくりについて 

 ・ 英語を話す必然性のある場を設定すること。 

 ・ 変化のある活動の中で，児童が大切な表現を繰り返し，聞いたり話したり

するように工夫すること。 

・ 視覚的にわかりやすい教具の工夫をすること。 

・ 「人とかかわる力」をつけるため，児童相互・児童と教師のコミュニケーシ

ョンの場を大切にすること。 

・ 異文化にふれさせることにより，異質なものを排除するような心理を取り除

くこと。 

・ ＣＤ・ＤＶＤ等ＩＣＴ教材を効果的に活用し，ネイティブ・スピーカーの発

音にふれさせること。 

○ ＡＬＴとのティーム・ティーチングについて 

・ 文部科学省作成の「小学校英語活動実践の手引」は，英語でも書かれている

ので，ＡＬＴにも読んでもらい，情報提供するとよい。 

・ ＡＬＴにも，授業の評価を返すこと。その方が，よい人間関係につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【熱心に発表を聞く参加者】     【全拠点校による発表】    【大学教授による指導助言】 

 

４．成果と課題 

（成 果） 

○ 拠点校では，積極的に授業公開し，互いの授業を分析することにより授業改

善を行った結果，アンケートによると，多くの児童が「英語活動が好き」「英

語が使えるようになりたい」と回答しています。 

○ 先進校視察，外部講師を招聘しての実践的な研修や，文部科学省作成の「小

学校外国語活動ガイドブック」等を用いての校内研修・個人研修等により先

生方の指導力が向上しました。最初は，戸惑っていた先生方も，研究実践を

進めるにしたがい，自信をもって楽しみながら取り組めるようになりました。 

  ○ 岡山県教育委員会は，拠点校を所管する市町教育委員会と連携・協力し，拠

点校に情報提供や学校訪問で助言を行うことにより，拠点校の指導方法やＡ

ＬＴとのＴＴの在り方等に工夫改善が見られました。拠点校の公開授業，研

究発表会には，中学校の先生方も招聘し，中学校との連携についても協議す

るとともに，成果の普及を図りました。 



○ 県推進協議会では，拠点校相互の情報交換や英語ノートの効果的な活用に関

する検討を行いました。全市町村教育委員会の外国語活動担当者を招集した

会では，外国語活動導入に関する最新の情報を提供したり，全拠点校の成果

発表や英語ノートを活用した指導案の交換を行ったりして，外国語活動が円

滑に導入できるようにしました。 

 

（課 題） 

● 英語ノート（試作版）やその付属教材，及び学校独自に作成した教材等を活

用して研究実践を進めてきましたが，平成２１年度に全校に配付される英語

ノート（完成版）及びその付属教材等の効果的な活用について，さらに研究

を進め，授業改善を行うことが必要です。 

● これまで，各校において評価の観点を決めて，評価を行ってきましたが，評

価の在り方については今後さらに研究を進めることが必要です。 

● 拠点校の公開授業や研究協議には，中学校の先生方も参加して意見交換を行

ってきましたが，中学校との連携をさらに進めることが課題です。 

 

 （課題の解決に向けて） 

◇ 県総合教育センターの研修講座（夏休み中の３日間）において，教材の効果

的な活用や評価の在り方についての研修を実施しますので，積極的に参加し

てください。 

◇ 中学校との連携については，小学校と中学校で互いに授業を参観したり，年

間指導計画や指導案の交換を行ったりするなど，情報交換を積極的に行って

ください。 

◇ 平成２１年度から，文部科学省指定の「外国語活動における教材の効果的な

活用及び評価の在り方等に関する実践研究事業」で，６校の実践研究校を指

定し，また，「英語教育改善のための調査研究事業」で，１中学校区（１中学

校と４小学校）の研究開発学校を指定し，さらに研究を進めます。公開授業

の際は，是非参加して，各校の取組の参考にしてください。 


